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 第 58 回中種子町よいら～いき祭り第 58 回中種子町よいら～いき祭り

　わっしょい！わっしょい！わっしょい！わっしょい！
　　元気いっぱい子ども神輿　　元気いっぱい子ども神輿
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　中種子火縄銃保存会　中種子火縄銃保存会

　

第

　

第
5858
回
中
種
子
町
よ
い
ら
～
い
き

回
中
種
子
町
よ
い
ら
～
い
き

祭
り
が
、
８
月
１
日
に
開
催
さ
れ
、

祭
り
が
、
８
月
１
日
に
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

昼
の
部
で
は
、
力
強
い
掛
け
声
で

　

昼
の
部
で
は
、
力
強
い
掛
け
声
で

子
ど
も
神
輿
が
商
店
街
通
り
を
練
り

子
ど
も
神
輿
が
商
店
街
通
り
を
練
り

歩
き
、
正
調
踊
り
で
は
、
大
勢
の
参

歩
き
、
正
調
踊
り
で
は
、
大
勢
の
参

加
者
が
集
い
、
息
の
合
っ
た
踊
り
で

加
者
が
集
い
、
息
の
合
っ
た
踊
り
で

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

夜
の
部
で
は
、
タ
ネ
ガ
シ
マ
ン
が

　

夜
の
部
で
は
、
タ
ネ
ガ
シ
マ
ン
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
会
場
を
盛
り

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
野
間
幼
稚
園
・

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
野
間
幼
稚
園
・

中
央
保
育
所
園
児
の
お
遊
戯
や
和
太

中
央
保
育
所
園
児
の
お
遊
戯
や
和
太

鼓
演
奏
、
有
志
た
ち
に
よ
る
軽
音
楽

鼓
演
奏
、
有
志
た
ち
に
よ
る
軽
音
楽

演
奏
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
や
タ
ヒ

演
奏
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
や
タ
ヒ

チ
ア
ン
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

チ
ア
ン
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
夜
空
に

　

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
夜
空
に

輝
く
大
輪
の
花
火
が
打
上
が
り
、
会

輝
く
大
輪
の
花
火
が
打
上
が
り
、
会

場
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き

場
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。

起
こ
り
ま
し
た
。

第 58 回よいら～いき祭り

　野間幼稚園和太鼓　野間幼稚園和太鼓 　中央保育所舞台発表　中央保育所舞台発表

　野間小学校金管バンド　野間小学校金管バンド

　地域子ども神輿　地域子ども神輿

　正調踊り　正調踊り

　中種子中学校吹奏楽部　中種子中学校吹奏楽部

　道中踊り　道中踊り

　アイリーダンススクール　アイリーダンススクール

　パレード横断幕　パレード横断幕



3　広報なかたね 2026.9 月号3　広報なかたね 2026.9 月号3　広報なかたね 2026.9 月号3　広報なかたね 2026.9 月号

　アイリーダンススクール　アイリーダンススクール

　アロハ・ジェネ・スタジオ　アロハ・ジェネ・スタジオ

　祭り屋　祭り屋燈燈
ど ん ぱど ん ぱ

波波

　野間幼稚園舞台発表　野間幼稚園舞台発表

　琉球國祭り太鼓　種子島支部　琉球國祭り太鼓　種子島支部

　ＲＹＵ　ＪＡＰＡＮ　ＲＹＵ　ＪＡＰＡＮ

　ＢＡＫＩ－ＫＥＮＡ　ＢＡＫＩ－ＫＥＮＡ 　旅人やとり　旅人やとり

　Star glow ダンススクール　Star glow ダンススクール

　Purotu Tahiti　Purotu Tahiti

　アロハ・ジェネ・　アロハ・ジェネ・
　スタジオ　スタジオ

　りゅうポン 's　りゅうポン 's

　TE MANA TAHITI　TE MANA TAHITI

　TE MANA TAHITI　TE MANA TAHITI

　司会　　司会　
  四元　りなさん  四元　りなさん



広報なかたね 2026.9 月号　4

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

南界小学校で芸術鑑賞会
文化芸術体験事業

　

か
ご
し
ま
子
ど
も
芸
術
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
支
援
に
よ
る
文
化
芸

術
体
験
事
業
に
南
界
小
学
校
が

当
選
し
、
７
月
８
日
に
音
楽
ユ

ニ
ッ
ト
「
彩

い
ろ
ど
り」
が
公
演
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
県
内
の
小
規
模

校
を
対
象
に
し
た
支
援
事
業
で

あ
り
、
増
田
小
・
油
久
小
と
合

同
で
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
彩
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

３
人
が
訪
れ
、
児
童
た
ち
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
じ
た
り
、
各
学

校
の
校
歌
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
披

露
す
る
な
ど
児
童
た
ち
は
手
拍

子
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

種子島空港開港 20 周年記念イベント

南極の氷が油久小学校へ
児童が触って体感

　

７
月
２
日
、
油
久
小
学
校
に

南
極
の
氷
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
氷
は
、
南
極
の
観
測
施

設
で
あ
る
昭
和
基
地
周
辺
で
採

取
さ
れ
、
観
測
船
「
し
ら
せ
」

に
よ
っ
て
日
本
に
運
ば
れ
た
も

の
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
南
極
の
環
境

や
生
物
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

実
際
に
氷
を
触
り
、
冷
た
さ
や

溶
け
る
際
の
パ
チ
パ
チ
と
い
う

音
を
楽
し
ん
だ
り
、
光
を
当
て

な
が
ら
氷
の
中
の
気
泡
を
観
察

す
る
な
ど
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
。

　

７
月
26
日
に
、
種
子
島
中
央

体
育
館
で
、
種
子
島
空
港
開
港

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
約
１
５
０
人
が

訪
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
職
員
に
よ
る

航
空
教
室
や
折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ

教
室
、
Ｃ
Ａ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

着
せ
替
え
体
験
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
抽
選
会
や
紙
ヒ
コ
ー

キ
大
会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は

景
品
や
参
加
賞
を
手
に
笑
顔
溢

れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。



5　広報なかたね 2026.9 月号

　まちの話題　　まちの話題　

松寿院を伝える活動
村川元子さんが南界小学校を訪問

　

中
央
公
民
館
で
キ
ャ
リ
ア

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、
７
月

８
日
に
小
学
５
、
６
年
生
、
10

日
に
中
種
子
中
学
校
の
１
、
２

年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
種
子
町
の
企
業

や
生
産
者
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
各
ブ
ー
ス
に
分
か

れ
、
実
際
に
働
い
て
い
る
人
の

話
を
直
接
聞
く
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
地
域

の
仕
事
に
つ
い
て
学
び
、
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

小・中学生が仕事を学ぶ
キャリアフェスタ

　

７
月
26
日
に
、
熊
野
海
水
浴

場
で
「
第
38
回
い
か
だ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
と
保
護
者
で
力
を
合
わ

せ
２
つ
の
い
か
だ
を
組
み
立
て
、

完
成
し
た
い
か
だ
で
、
海
水
浴

場
の
沖
合
を
周
回
し
な
が
ら
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

波
に
揺
ら
れ
る
い
か
だ
の
上

で
は
、
児
童
た
ち
の
笑
顔
が
輝

き
、
南
界
な
ら
で
は
の
自
然
を

感
じ
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

南界小学校の伝統行事
第 38 回いかだ大会

熊野海水浴場にサンドアート
種子島中央高校

　

７
月
14
日
に
、
種
子
島
中
央

高
校
情
報
処
理
科
の
３
年
生
が

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
環
と
し
て
、

熊
野
海
水
浴
場
に
３
体
の
サ
ン

ド
ア
ー
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
海
岸
清
掃
を

行
っ
た
後
、砂
浜
に
「
カ
メ
」「
タ

コ
」「
イ
ル
カ
」
の
サ
ン
ド
ア
ー

ト
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
作
品
は
、

訪
れ
た
利
用
者
を
楽
し
ま
せ
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
に
、
南
界
小
学
校

に
村
川
元
子
さ
ん
（
旧
姓
：
種

子
島
）
が
来
校
し
、
児
童
た
ち

に
「
種
子
島
の
女
殿
様
・
松
寿
院
」

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
し
た
。

　

村
川
さ
ん
は
、
松
寿
院
研
究

家
で
あ
り
、
種
子
島
の
歴
史
を

幅
広
い
世
代
に
伝
え
る
た
め
、

今
回
は
岩
岡
・
南
界
・
増
田
小

学
校
の
３
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
木
下
勝
さ

ん
（
満
足
山
）
が
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

て
制
作
し
、
児
童
た
ち
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
手
に
取
り
興
味
深
く
学

ぶ
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

戦争体験講話を実施
増田小の児童が平和の大切さを学ぶ

　

７
月
26
日
に
、
屋
久
島
町
の

尾
之
間
消
防
操
法
施
設
で
第
31

回
熊
毛
支
部
消
防
操
法
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
ポ
ン
プ
車
の

部
で
中
央
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
熊
野
分
団
が
出
場
し
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
優
勝
し
ま
し

た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
勝
し
た

中
央
分
団
は
、
８
月
28
日
に
開

催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

熊毛支部消防操法大会
屋久島町で開催

　

７
月
13
日
に
、
増
田
小
学
校

で
政
田
一
雄
さ
ん
（
伏
之
前
）

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

５
・
６
年
生
を
対
象
に
戦
争
体

験
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

政
田
さ
ん
か
ら
、
戦
時
中
の

苦
労
話
や
生
活
に
つ
い
て
話
が

あ
り
、
講
話
の
最
後
に
は
、
家

族
へ
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
平
和
な
生
活
の

あ
り
が
た
さ
や
命
の
尊
さ
に
つ

い
て
深
く
考
え
、
自
分
自
身
の

生
活
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
に
、
種
子
屋
久
産

素
畜
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
種
子
屋
久
産

枝
肉
研
修
会
が
㈱
Ｊ
Ａ
食
肉
か

ご
し
ま
南
薩
工
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

枝
肉
研
修
会
で
は
、
地
産
地

消
促
進
と
食
育
活
動
の
充
実
を

目
的
と
し
て
、
出
品
さ
れ
た
肉

牛
１
頭
を
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
が
購

入
し
ま
し
た
。
購
入
し
た
枝
肉

は
、
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
で
提
供
す
る

ほ
か
、
管
内
の
小
・
中
学
校
の

学
校
給
食
食
材
と
し
て
活
用
す

る
予
定
で
す
。

種子屋久産素畜の資質向上を目指し
種子屋久産枝肉研修会

うみがめ留学生歓迎レクリエーション
星原小の児童が魚釣り体験

　

７
月
11
日
に
、
浜
津
脇
港
で

星
原
小
学
校
の
児
童
が
、
う
み

が
め
留
学
生
の
歓
迎
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

停
泊
し
て
い
る
漁
船
か
ら
、

竹
竿
を
使
っ
て
魚
釣
り
を
し
、

児
童
た
ち
は
フ
エ
ダ
イ
や
ソ
イ

な
ど
を
釣
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
い
か
だ
遊
び
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
親
子

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会
員
の
方
と
ふ
れ

合
う
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。

　上段　中央分団、下段　熊野分団
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　まちの話題　　まちの話題　

チャレンジ・キッズ
日置市との交流

　

８
月
１
日
か
ら
31
日
の
間
、

大
阪
（
伊
丹
）
種
子
島
間
の
直

行
便
が
就
航
し
、
８
月
２
日
に

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
直
行
便
は
、
ジ
ェ
ッ

ト
機
（
Ｊｰ

Ａ
Ｉ
Ｒ
エ
ン
ブ
ラ
エ

ル
１
７
０
）
が
就
航
し
、
こ
の

日
は
、
約
70
人
の
旅
行
客
や
帰

省
客
が
種
子
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
係
機
関
や
種
子

島
中
央
高
校
の
生
徒
が
記
念
品

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

歓
迎
し
ま
し
た
。

大阪（伊丹）-種子島直行便就航
歓迎イベントを実施

　

７
月
30
日
に
、
第
３
回
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
キ
ッ
ズ
活
動
「
日
置

市
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
」

を
行
い
、
日
置
市
の
小
学
５
年

生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の
13

人
が
種
子
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

活
動
で
は
、
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
行
い
、
日
置

市
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
飛
知
和
ち
な
美
さ

ん
（
中
田
）
か
ら
「
ど
の
活
動

も
楽
し
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

交
流
活
動
で
お
友
達
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
企
画
課
協
力
隊
の

鈴
木
花
奈
で
す
。
種
子
島
に
移
住
し

て
か
ら
「
６
次
産
業
化
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
６
次
産
業
化
と
は
、
１
次
産

業
の
生
産
、
２
次
産
業
の
加
工
、
３

次
産
業
の
販
売
を
組
み
合
わ
せ
、
地

域
資
源
を
活
か
し
て
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す
取
り
組
み
で
す
。
１
×
２

×
３
＝
６
と
い
う
掛
け
算
の
イ
メ
ー

ジ
が
分
か
り
や
す
い
で
す
ね
。

　

私
の
地
元
・
埼
玉
県
で
は
祖
母
が

草
加
せ
ん
べ
い
を
加
工
・
販
売
し
て

い
ま
す
が
、
６
次
産
業
化
に
つ
い
て

深
く
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
種
子
島
に
来
て
そ

の
重
要
性
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
１
次
産
業
だ
け
で
は
地
域

が
持
続
し
に
く
く
、
生
産
×
加
工
×

販
売
の
掛
け
算
で
未
来
を
守
る
必
要

が
あ
る
か
ら
で
す
。
農
業
の
町
・
中

種
子
町
に
と
っ
て
も
大
切
な
視
点
だ

と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
１
人
で

生
産
か
ら
販
売
ま
で
担
う
の
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
次
を
担
わ
ず

と
も
加
工
・
販
売
に
取
り
組
む
方
な

ど
、
役
割
の
組
み
合
わ
せ
で
可
能
性

が
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
、
農
村
婦
人
の
家
で
１
・
２
・

３
次
の
人
が
集
ま
っ
て
６
次
産
業
化

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
20

人
が
集
ま
り
、
年
齢
や
業
種
問
わ
ず

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
盛
り
上
が
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。「
こ
う
い
う
会

が
欲
し
か
っ
た
」「
次
も
参
加
し
た

い
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
町
の
６
次

産
業
化
が
少
し
ず
つ
形
に
な
っ
て
い

く
未
来
を
想
像
し
て
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
目
的
は
新
し
い
事
業

を
生
み
出
す
こ
と
で
は
な
く
、
ま
ず

は
お
互
い
の
状
況
を
知
る
こ
と
。
農

家
さ
ん
か
ら
は
「
少
し
傷
が
あ
る
だ

け
で
買
い
取
っ
て
も
ら
え
な
い
」
一

方
で
、
調
理
の
現
場
か
ら
は
「
傷
が

あ
っ
て
も
問
題
な
く
使
え
る
の
で
欲

し
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
１
次
と

２
・
３
次
の
ニ
ー
ズ
が
重
な
り
始
め

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

地域おこし協力隊通信（№ 115）　



広報なかたね 2026.9 月号　8

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ まちの話題　まちの話題　

性別 頭数 ７月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 80 654,813 637,391 17,421 166,542

去　勢 101 780,089 778,430 1,659 166,875

計 181 724,718 718,358 6,360 165,414

市場

全体

めす牛 199 657,829 655,049 2,780 155,044

去　勢 238 776,445 777,633 ▲ 1,187 167,918

計 437 722,430 723,121 ▲ 691 161,163

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
７

月
22
日
に
種
子
島
家
畜
市
場
で
あ

り
、
平
均
落
札
額
は
72
万
２
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

平均落札額 72 万２千円
種子島子牛せり市

各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

オンライン申請について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236　町民課戸籍住民係☎㉗ 1111 内線 237

　

令
和
８
年
７
月
１
日
よ
り
、
税
に
関
す
る
証
明

書
・
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
等
の
各
種
証
明
書
に

つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
中
種

子
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◯
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
き
る
証
明
書
・
申
請
が
可

能
な
方
・
手
数
料
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

※
下
記
の
手
数
料
に
加
え
、
１
回
の
発
送
に
つ
き

郵
送
料
１
１
０
円
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。
た

だ
し
、
４
通
を
超
え
る
場
合
は
、
１
４
０
円
を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
住
民
票
・
戸
籍
に

関
す
る
証
明
書
は
申
請
内
容
に
よ
っ
て
は
、
簡
易

書
留
料
３
５
０
円
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オンライン申請
できる証明書

申請が
可能な方

手数料

所得・課税証明書

本人

同一世帯員
２００円

所得証明書
納税証明書
完納証明書

滞納がないことの証明書
固定資産名寄兼課税台帳

資産証明書
（無資産証明書）

オンライン申請
できる証明書

申請が可能な方 手数料

戸籍謄本
（全部事項証明書）

本人・配偶者・直系
親族の方で中種子町
に本籍がある方

４５０円
戸籍抄本

（個人事項証明書）

本人・配偶者・直系
親族の方で中種子町
に本籍がある方

除籍（謄本・抄本）本人・配偶者・直系
親族の方で、中種子
町に本籍がある方

７５０円改製原戸籍
（謄本・抄本）

戸籍附票
（謄本・抄本）

本人・配偶者・直系
親族の方で、中種子
町に本籍がある方

２００円
身分証明書

本人で中種子町
に本籍がある方

住民票 本人・同一世帯員

独身証明書
本人で中種子町
に本籍がある方

３５０円

●住民票・戸籍に関する証明書

●税に関する証明書

住民票・戸籍に
関する証明書

税に関する証明書



9　広報なかたね 2026.9 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

農業委員 13 人・農地利用最適化推進委員８人決定
◎お問い合わせ先　農業委員会事務局☎㉗ 1111 内線 227・277

任
期
：

令
和
８
年
７
月
20
日
～

令
和
11
年
７
月
19
日

（
３
年
間
）

　

委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
４
月
１
日
か

ら
４
月
30
日
に
か
け

て
公
募
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
６

月
議
会
の
同
意
を
得

て
下
記
の
方
が
町
長

か
ら
農
業
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員

会
臨
時
総
会
に
お
い

て
会
長
・
会
長
職
務

代
理
・
各
担
当
集
落
・

地
区
・
部
会
な
ど
が

決
定
し
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

会
長

濵
脇　

嘉
則

　
　
（
下　

田
）

農地部会
担当地区：下田、伊原、大牟礼、
横町、松原、高峯、阿保農業委員

藤
田　

幸
司

　
　
（
美　

座
）

牧
瀬　

一
典

　
　
（
熊　

野
）

鮫
島　

安
平

　
　
（
満
足
山
）

日
高　

隆
雄

　
　
（
原
之
里
）

農地部会
担当地区：東之町・西之山・向町・
女州・西之町・美座・広ヶ野

振興部会
担当地区：熊野・塩屋・新町・
今熊野

農地部会長
担当地区：満足山・上方・
畠田・旭町

振興部会
担当地区：牧川・浜津脇・砂中・上之城・
坂元・竹之川・広野・深久保

鎌
田　

昭
一

　
　
（
塩　

屋
）

中
﨑　

和
行

　
　
（
池
之
平
）

梶
原　

誠

　
　
（
平　

鍋
）

山
浦　

拓
己

　
　
（
原　

尾
）

農地部会
担当地区：輪之尾・田島・
東目

農地部会副会長
担当地区：池之平・秋佐野・
戸畑・郡原・向井町

農地部会・職務代理者
担当地区：原之里・平鍋・
春田・宝来

振興部会
担当地区：中田・原尾・長谷・
本村

中
島　

秀
人

　
　
（
二
十
番
）

中
島　

真
実

　
　
（
中　

山
）

永
浜　

三
津
子

　
　
（
阿
髙
磯
）

鎌
田　

正
司

　
　
（
竹
屋
野
）

農地部会
担当地区：二十番・中之町・
古房

振興部会
担当地区：中山・大平・池之向・
伏之前

振興部会長
担当地区：阿髙磯・屋久津・
衣之平・梶潟

振興部会副会長
担当地区：竹屋野・栄町・
町山崎・阿曽

農地利用最適化推進委員

星
原
担
当

遠
藤　

淳
一
郎

　
　
（
牧　

川
）

納
官
担
当

遠
藤　

智
史

　
　
（
原
之
里
）

増
田
担
当

増
野　

幸
孝

　
　
（
秋
佐
野
）

野
間
上
担
当

大
木
田　

昭
人

　
　
（
大　

平
）

野
間
下
担
当

平
山　

信
一
郎

　
　
（
満
足
山
）

油
久
担
当

宮
園　

隆
行

　
　
（
向　

町
）

南
界
担
当

豊　

裕
恭

　
　
（
原　

尾
）

岩
岡
担
当

髙
磯　

勝
俊

　
　
（
阿
高
磯
）



広報なかたね 2026.9 月号　10

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

令和８年度　コミュニティ助成事業で中山自治公民館が備品整備
◎お問い合わせ先　企画課企画調整係☎㉗ 1111 内線 286

　

宝
く
じ
の
収
益
金
で
運
営
さ
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
て
、
中
山
自
治
公
民
館

が
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。
集
落
内
の
活
性
化
を
目

的
と
し
、
諸
行
事
の
実
施
な
ど
に
有
効
活
用
さ
れ
ま

す
。

【
中
山
自
治
公
民
館
】（
助
成
総
額
２
３
０
万
）　

　

エ
ア
コ
ン
２
台

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　

宝
く
じ
の
収
益
金
を
活
用
し
た
助
成
事
業
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
運
営
す
る
集
落
や
校
区
お
よ

び
各
ク
ラ
ブ
組
織
が
申
請
可
能
で
す
。

　

令
和
９
年
度
分
の
申
請
募
集
に
つ
い
て
は
、後
日
、

集
落
長
な
ら
び
に
校
区
長
へ
案
内
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
助
成
内
容
・
金
額
な
ど
助
成
事
業
自
体
が
中
止
・

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
後
、
採
択
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

《
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
》

●
対
象

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
備
品

　
（
建
築
・
修
繕
は
除
く
）
な
ど
。

●
助
成
金

　

１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円
（
税
込
）

年金生活者支援給付金制度について
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の

所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
、
年

金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き

は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

※
各
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

◯
65
歳
以
上

◯
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非

　

課
税

◯
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

　

合
計
が
約
88
万
円
以
下

●
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方

◯
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円

　

以
下

■
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

　

お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
９
月
初
旬

頃
か
ら
、
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
は
が
き

（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）

に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
令

和
９
年
１
月
６
日
ま
で
に
請
求
手
続

き
が
完
了
し
ま
す
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年

金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村
で
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
、
電
話
で
お
客
さ
ま
の
家
族
構
成

や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番

号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど

の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請

求
で
お
困
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

「
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
５

７
０
（
０
５
）
４
０
９
２
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。



11　広報なかたね 2026.9 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

婚活支援事業「Love Wave」 会員募集
◎お問い合わせ先　中種子町独身男女交流イベント実行委員会（企画課地域振興係内）☎㉗ 1111 内線 300

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
」
で
は
、

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
性
の
出
会
い
を
応
援
す

る
た
め
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
会
員
に
は
、
か
ご

し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
料
（
２

年
間
１
万
円
）
と
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
（
１
イ
ベ
ン

ト
３
０
０
０
円
～
５
０
０
０
円
）
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
中
種
子
町
で
開
催
す
る
婚
活
イ

ベ
ン
ト
（
食
事
会
）
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

「
新
し
い
出
会
い
が
ほ
し
い
」

「
結
婚
を
前
向
き
に
考
え
て
い
る
」

申
込
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

中
種
子
町
在
住
の
20
～
50
歳
前
後
の
独
身
男
性

（
結
婚
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
お
申
込
み
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
お
申

込
み
後
、
事
務
局
よ
り
個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

男性申込ＱＲ

出会いサポート
センターＱＲ

広報係からお知らせ
2027 の干支「未年」の方ご連絡ください
　広報なかたねでは、来年の干支（未年）の

方を新年１月号に掲載しています。未年の方

ぜひご協力ください。

■対象者

　昭和６・18・30・42・54

　平成３年、15・27 年生まれの方

■受付期間　12 月１日まで

◎お問い合わせ先　企画課広報係☎㉗ 1111（内線 259）

暑熱避難施設（クーリングシェルター）協定書締結
◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 260、221

暑
さ
か
ら
町
民
を
守
る

取
り
組
み
～
郵
便
局
が

避
難
施
設
に
～

　

中
種
子
町
で
は
、
熱
中

症
対
策
と
し
て
日
本
郵

便
株
式
会
社
の
４
郵
便
局

（
中
種
子
郵
便
局
、
星
原

郵
便
局
、
増
田
郵
便
局
、

坂
井
郵
便
局
、
各
簡
易
郵

便
局
）
を
「
暑
熱
避
難
施

設
（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
）」
と
し
て
利
用
で

き
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
猛
暑
が
続
く
中
、
町

民
が
安
全
に
避
難
で
き
る

場
所
を
提
供
す
る
取
り
組

み
で
す
。

　

郵
便
局
に
加
え
、
町
役

場
本
庁
舎
や
中
央
公
民

館
図
書
室
も
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
開
放

さ
れ
て
い
ま
す
。
気
温
が

高
い
日
や
体
調
不
良
を
感

じ
た
際
に
は
気
軽
に
立
ち

寄
り
、
涼
し
い
環
境
で
休

息
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

田
平
中
種
子
郵
便
局
長

は
「
郵
便
局
が
地
域
の
拠

点
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
場
所
で
あ
り
た
い
」
と

述
べ
、
今
後
も
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
進
め
て

い
く
意
向
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

中
種
子
町
と
日
本
郵
便

株
式
会
社
は
今
後
も
連
携

を
深
め
、
町
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

土地改良区新役員の紹介
◎お問い合わせ先　土地改良区☎㉗ 1111 内線 267

　

令
和
８
年
３
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
第
61
回
通
常
総
代

会
に
て
、
左
記
の
と
お
り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
８
年
４
月
26
日
か
ら
令
和
12
年
４
月
25

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

◯理事８人、監事３人

被選任区 役職 氏名 監事 員外監事

第１星原被選任区 理事 德永　洋一

春田　守

平山　良太

第２納官被選任区 理事 日高　隆雄

第３増田被選任区 理事 日髙　一俊

第４野間上被選任区 筆頭理事 岩　次則

第５野間下被選任区 理事 大町田　洋継

総括監事

永浜　一春

第６油久被選任区 副理事長 秋田　澄德

第７南界被選任区 理事 鎌田　昭一

第８岩岡被選任区 理事長 森山　昭市

道路に張り出した木や竹の伐採をお願いします 
◎お問い合わせ先　建設課管理係☎㉗ 1111 内線 245

　

道
路
に
張
り
出
し
た
木
や
竹

は
、
自
動
車
や
歩
行
者
の
通
行

に
支
障
と
な
り
ま
す
。
台
風
や

大
雨
で
木
や
竹
が
倒
れ
て
、
道

路
が
通
行
止
め
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
木
や
竹
の
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
の
場
合
は
道
路

管
理
者
が
通
行
の
支
障
と
な
っ

て
い
る
木
や
竹
を
了
解
な
く
伐

採
、
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

な
お
、
木
や
竹
の
倒
木
な
ど
に

よ
り
自
動
車
や
歩
行
者
に
損
害

が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
者
か

ら
木
や
竹
の
所
有
者
が
管
理
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。民

法
第
７
１
７
条

　

土
地
の
工
作
物
等
の
占
有
者

お
よ
び
所
有
者
の
責
任

道
路
法
第
43
条

　

道
路
に
関
す
る
禁
止
行
為

【
支
障
と
な
る
範
囲
】

　

道
路
を
安
全
に
通
行
す
る
た

め
、
一
定
の
幅
、
一
定
の
高
さ

の
範
囲
内
に
通
行
の
障
害
と
な

る
も
の
を
設
け
て
は
な
ら
な
い

区
域
と
し
て
建
築
限
界
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
建
築
限

界
に
張
り
出
し
た
木
や
竹
な
ど

の
伐
採
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
支
障
と
な
る
例
】

◯
道
路
に
木
や
竹
が
張
り
出
し

て
お
り
、
通
行
に
支
障
が
あ
る

ま
た
は
、
そ
の
恐
れ
が
あ
る
。

◯
倒
木
や
枝
・
幹
の
落
下
の
恐

れ
が
あ
る
。

◯
道
路
に
雑
草
が
伸
び
て
お

り
、
通
行
に
支
障
が
あ
る
。
見

通
し
が
悪
い
。
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図書だより　
83 冊（一般書 44 冊、児童書 39 冊）の新刊が入りました !!

ピック

アップ

書名

おしりたんてい

かいとうＵのお

としもの

悲しみは羽根を

まとって

放課後ミステリ

クラブ　８

著者 トロル
マックス・

ポーター
知念　実希人

出版社 ポプラ社 早川書房 ライツ社

■一般書
書名 著者 出版社

 トイレからはじまる

 防災ハンドブック
加藤　篤 学芸出版社

俺たちの箱根駅伝上下 池井戸　潤 文藝春秋

カフェーの帰り道

【直木賞】
嶋津　輝 東京創元社

イン・ザ・メガチャーチ

【本屋大賞】
朝井　リョウ

日経 BP 日本

経済新聞出版

■児童書
書名 著者 出版社

ノラネコぐんだん

ピザをやく
工藤　ノリコ 白泉社

夜をまもる

騎士アウル

クリスト

ファー・デニス
化学同人

わるいひとって、

どんなひと？
国崎　信江

日本図書

センター
これで安心小学校

まるわかり図鑑
安藤　浩太 朝日新聞出版 中央公民館図書室ホームページ

http://www.nakatane-library.jp

【中央公民館図書室からお知らせ】
　以前、野間小学校に校長先生として勤務されていた松山英作先生の息子さんである松山夏樹さん

（当時中種子中在学）が絵本「12 支軍団とふしぎなポップコーンのたね」を出版され、図書室に寄

贈いただきました。ぜひ、ご一読ください。

町税の納付期限について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236

　

９
月
は
下
表
の
町
税
の
納

付
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促

手
数
料
の
ほ
か
、
延
滞
金
も
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。
す
で
に
納
付
期
限
を

過
ぎ
た
分
に
つ
い
て
も
、
お
早

め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

滞
納
が
続
く
と
差
押
を
行
い

ま
す

　

税
金
を
滞
納
し
て
い
る
方

に
、
督
促
状
お
よ
び
催
告
書
に

て
納
付
の
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
、
財
産
調
査
を
行

い
、
差
押
を
執
行
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

差
押
が
で
き
る
財
産
に
は
、

不
動
産
や
給
与
、
預
貯
金
や
生

命
保
険
な
ど
が
あ
り
、
会
社
の

場
合
は
売
掛
金
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
（
国

税
）
の
還
付
金
が
発
生
し
た
際

も
差
押
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

差
押
は
、
国
税
徴
収
法
第
47

条
に
基
づ
く
処
分
で
す
。
自
主

納
付
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し

ま
す
。

■令和７年度収納率および差押実績

町税 期別 納付期限

国民健康保険税 ３期 ９月 30 日（水）

収納率 差押件数 充当金額

97.68％ 83 件 5,355,952 円
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　
　

食生活改善推進員コーナー 　～暑さに負けないようにバランスのとれた食生活を～

　

毎
日
を
元
気
に
、
健
康
に
過
ご
す
た

め
に
、
日
々
の
食
事
は
と
て
も
大
切
で

す
。
現
代
は
、
食
生
活
の
欧
米
化
に
よ

り
、
脂
質
や
塩
分
を
無
意
識
の
う
ち
に

過
剰
に
摂
取
し
て
し
ま
い
が
ち
で
、
生

活
習
慣
病
に
つ
な
が
り
や
す
い
で
す
。

今
回
は
健
康
の
た
め
の
食
生
活
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

●
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
揃
え
る

　

毎
日
の
食
事
で
、
主
食

(

ご
は
ん

等)

・
主
菜（
肉
・
魚
等
）・
副
菜（
野
菜
・

海
藻
・
キ
ノ
コ
類
等
）
を
組
み
合
わ
せ

て
食
べ
る
こ
と
で
、
か
ら
だ
に
必
要
な

栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
も
う
１
品
の
野
菜

　

１
日
に
必
要
な
野
菜
の
摂
取
量
は
３

５
０
ｇ（
小
鉢
５
皿
分
に
相
当
）
で
す

が
、
鹿
児
島
県
民
の
１
日
当
た
り
の
野

菜
類
の
平
均
摂
取
量
は
２
７
１
.
４
ｇ

と
、
野
菜
不
足
で
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

野
菜
と
果
物
の
摂
取
不
足
は
、
が
ん
に

な
る
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
あ
と
も
う

１
皿
野
菜
料
理
を
追
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ト
レ
ス
の
な
い
減
塩

　

食
塩
の
摂
取
量
が
１
日
７
.
５
ｇ
以

下
の
人
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
鹿
児
島
県
民
の
１

日
当
た
り
の
食
塩
の
平
均
摂
取
量
は
、

10
.
２
ｇ
と
目
標
量
よ
り
も
多
い
状
態

で
す
。
使
う
調
味
料
の
量
を
減
ら
す
こ

と
も
減
塩
に
は
な
り
ま
す
が
、
麺
類
の

汁
を
残
し
た
り
、
汁
物
は
具
だ
く
さ
ん

に
し
た
り
、
酢
や
か
ん
き
つ
類
の
酸
味
・

香
辛
料
・
香
味
野
菜
・
減
塩
調
味
料
を

活
用
し
て
、
無
理
な
く
減
塩
し
ま
し
ょ

う
。

●
果
物
も
食
べ
る

　

大
人
の
１
日
当
た
り
の
果
物
の
摂
取

目
標
量
は
２
０
０
ｇ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
１
日
当
た
り
の
平
均
摂

取
量
は
93
.
３
ｇ
と
必
要
な
量
に
は
達

し
て
い
ま
せ
ん
。
果
物
に
含
ま
れ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
リ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
を

十
分
に
摂
取
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
販
の

カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、
手
軽
に
食
べ

ら
れ
る
も
の
か
ら
取
り
入
れ
ま
し
ょ

う
。

●
朝
食
を
抜
か
な
い

　

朝
は
忙
し
い
、
よ
り
多
く
寝
る
時
間

を
確
保
し
た
い
な
ど
の
理
由
か
ら
朝
食

を
欠
食
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
１
日
の
リ

ズ
ム
を
整
え
、
日
々
の
勉
強
、
運
動
、

仕
事
の
た
め
に
、
バ
ナ
ナ
１
本
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

種子島産婦人科医院組合の事務職員（職務経験者）を募集します
◎お問い合わせ先　種子島産婦人科医院組合☎㉓ 3332　

■
試
験
区
分

一
般
事
務
職
（
事
務
局
長

代
理
ま
た
は
管
理
係
長
）

《
職
務
経
験
者
枠
》

■
募
集
人
員

　

１
名

■
採
用
時
期

　

令
和
９
年
４
月
１
日

■
勤
務
内
容

　

種
子
島
産
婦
人
科
医
院
に

勤
務
し
、
主
に
職
員
の
労
務

管
理
、
施
設
管
理
業
務
等
に

従
事
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
者

①
医
療
機
関
で
正
規
の
事
務

職
員
と
し
て
直
近
５
年
間
で

通
算
１
年
以
上
勤
務
し
た
こ

と
が
あ
る
者

②
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
、
高
校
卒

業
（
同
等
資
格
含
む
）
以
上

の
者

■
受
付
期
間

　

９
月
１
日
（
火
）

　

～
10
月
２
日
（
金
）

※
10
月
２
日
消
印
有
効

■
試
験
方
法

　

書
類
選
考
後
、
適
性
試
験

と
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
試
験
日

10
月
25
日
（
日
）

■
試
験
場
所

　

西
之
表
市
役
所
会
議
室

■
提
出
書
類

　

受
験
申
込
書
兼
受
験
票
、

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
産
婦
人
科
医
院

　

組
合
事
務
局

☎
：
㉓
３
３
３
２

※
詳
細
は
、
種
子
島
産
婦
人

科
医
院
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

なかたね消防だより
◎お問い合わせ先

中種子分遣所

☎㉗ 0119　☎㉗ 1039

　

救
急
医
療
の
現
状
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
熊
毛
地
区
医
師

会
で
は
、
救
急
医
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　

９
月
６
日
（
日
）

　

13
時
30
分
～
15
時

■
会
場

　

種
子
島
こ
り
ー
な

■
講
師

　

福
岡
教
育
大
学
・
九
州
共
立
大
学

　

名
誉
教
授　

照
屋　

博
行
先
生

■
演
題

　
「
健
康
と
薬
、
違
法
薬
物
の
問
題

　

を
考
え
よ
う
」

※
熊
毛
地
区
消
防
組
合
中
種
子
分

遣
所
救
急
隊
に
よ
る
「
心
肺
蘇
生

法
実
演
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
ど
な
た
で
も
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
来
場
の
方
に
は
粗
品
（
先
着

２
０
０
人
）
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
毛
地
区
医
師
会

　

☎
㉓
２
５
４
８

救急医療県民講座を開催します

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

９月は「アルツハイマー月間」です。
　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

身
近
な
脳
の
病
気
で
す
。
自
分
自
身

や
家
族
、
友
人
な
ど
、
誰
も
が
関
わ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と

見
守
り
が
大
切
で
す
。「
我
が
事
」

と
し
て
考
え
、
お
互
い
に
支
え
合
え

る
地
域
作
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
「
最
近
物
忘
れ
が
増
え
た
」「
家
族

の
様
子
が
気
に
な
る
」「
認
知
症
な

の
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
不
安
や
心

配
な
こ
と
が
出
て
き
た
際
に
は
、
お

気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人権ってなんだろう　第 57 回「女性の人権について」

◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262
　

仕
事
も
家
庭
も
、
と
も

に
責
任
を
分
か
ち
合
っ
て

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」
と
性
別
で
役
割
分

担
を
決
め
つ
け
て
い
ま

せ
ん
か
？
仕
事
も
、
家

庭
の
家
事
、
育
児
、
介

護
も
協
力
し
、
共
に
担
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力

の
背
景
に
は
女
性
差
別

の
意
識
が
あ
り
ま
す

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
等

の
背
景
に
は
、
男
女
の

経
済
力
や
社
会
的
地
位

の
格
差
、
女
性
に
対
す

る
差
別
意
識
が
あ
り
ま

す
。
暴
力
を
許
さ
な
い

意
識
の
醸
成
や
被
害
者

の
支
援
が
必
要
で
す
。



広報なかたね 2026.9 月号　16

　生涯学習だより　　生涯学習だより　 くらしの情報　information　くらしの情報　information　

第
77
回
鹿
児
島
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

（
７
月
18
日
～
19
日　

　
　
　
　
　

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
２
年
生
男
子
１
０
０
ｍ

　

５
位　

福
田　

柊
人
（
坂
元
）

　

記
録　

11
秒
58

▽
３
年
生
男
子
１
５
０
０
ｍ

　

２
位　

濵
脇　

遼
真
（
野
間
）

  

記
録　

４
分
06
秒
50

▽
共
通
男
子
３
０
０
０
ｍ

　

３
位　

濵
脇　

遼
真
（
野
間
）

  

記
録　

９
分
10
秒
50

※
濵
脇
さ
ん
は
、
８
月
20
日
か

ら
山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

▽
２
年
生
女
子
８
０
０
ｍ

　

５
位　

進
藤　

妃
弥
呼（
畠
田
）

　

記
録　

２
分
26
秒
14

　

８
位　

赤
坂　

心
菜（
西
之
山
）

  

記
録　

２
分
28
秒
16

▽
３
年
生
女
子
８
０
０
ｍ

　

５
位　

進
藤　

夏
々
茶（
畠
田
）

　

記
録　

２
分
26
秒
34

▽
共
通
女
子
１
５
０
０
ｍ

　

４
位　

赤
坂　

心
菜（
西
之
山
）

  

記
録　

４
分
52
秒
72

▽
低
学
年
女
子
80
ｍ
Ｈ

　

４
位　

八
汐　

璃
桜（
屋
久
津
）

　

記
録　

12
秒
47

▽
共
通
女
子
１
０
０
ｍ
Ｈ

　

４
位　

山
上　

結
衣
香
（
中
之
町
）

　

記
録　

14
秒
99

▽
男
子
総
合
順
位

　

８
位　

Ａ
Ｃ
３
７
３
Ｎ
Ｓ

▽
女
子
総
合
順
位

　

４
位　

Ａ
Ｃ
３
７
３
Ｎ
Ｓ

令
和
８
年
度
鹿
児
島
県
中
学

校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

（
７
月
21
日
～
22
日　

　
　
　
　

西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ
）

■
個
人
戦

▽
女
子
52
㎏
級

　

優
勝　

福　

結
愛
奈
（
旭
町
）

▽
女
子
57
㎏
級

　

優
勝　

中
﨑　

虹
心（
池
之
平
）

▽
女
子
63
㎏
級

　

２
位　

中
島　

望
音（
伏
之
前
）

▽
男
子
90
㎏
級

　

２
位　

遠
藤　

啓
眞
（
古
房
）

※
入
賞
し
た
４
人
は
、
８
月
７

日
か
ら
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ

た
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

※
福
さ
ん
、
中
﨑
さ
ん
は
８
月

18
日
か
ら
岡
山
県
で
開
催
さ
れ

た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

スポーツ大会の結果　スポーツ大会の結果　

　左から　遠藤さん、福さん、中﨑さん、中島さん　左から　遠藤さん、福さん、中﨑さん、中島さん 　濵脇さん　濵脇さん

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）

制
度
の
ご
案
内

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）
制

度
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
、
従
業
員

の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
国
の

退
職
金
制
度
で
す
。
国
か
ら
の
有
利
な
掛

金
助
成
や
、
税
法
上
の
優
遇
も
受
け
ら
れ

手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
従
業
員

や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
一
部
対
象
外
あ
り
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

中
退
共
本
部

　

☎
０
３
（
６
９
０
７
）
１
２
３
４

確実な退職金支払
安心の資産運用

掛金は全額非課税
掛金の一部を国が助成

外部積立型で管理が簡単
退職金試算額もお知らせ

有利 簡単

新規6-2

（独）勤労者退職金共済機構 
中小企業退職金共済事業本部
〒170-8055　東京都豊島区東池袋1-24-1
TEL.03-6907-1234

働くみんなに、
大きな安心。

中退共は、1959年の設立以来、120万社以上の中小企業に
ご利用いただいている国の退職金制度です。

安心

詳しくは
ホームページをご覧ください。
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　生涯学習だより　　生涯学習だより　

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

み
ち
の
く
の
光
そ
の
ま
ま
サ
ク
ラ
ン
ボ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

美
味
し
い
と
雀
に
ぎ
や
か
案か

か

し

山
子
の
上え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
田　

語
郎

ド
サ
と
置
き
香
り
広
が
る
夏
の
ネ
ギ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

一
穂

朝
採
り
の
切
れ
味
よ
ろ
し
へ
ぼ
胡
瓜　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

茉
莉
花

歓
声
の
上
が
る
浜
辺
の
西
瓜
割
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

主
な
き
今
も
変
わ
ら
ぬ
夏
木
立　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

苦
笑
い
烏
と
分
け
合
う
夏
野
菜　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

光
子

路
渡
る
亀
の
子
待
ち
て
笑
み
浮
か
ぶ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
座　

香
澄

朝
市
や
鮮
魚
に
負
け
ぬ
夏
野
菜　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

毎
日
の
メ
ー
ル
途
切
れ
て
梅
雨
明
け
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津　

郁
子

昆
虫
か
ら
学
ん
だ
郷
土
の
自
然

　

故
郷
に
新
緑
と
花
の
香
り

が
漂
う
頃
に
な
る
と
、
中
学

生
時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
は
旧
野
間
中
学
校
生
物

ク
ラ
ブ
に
入
り
、
稲
留
昭
久

先
生
か
ら
昆
虫
や
蝶
の
採
集

方
法
や
展て

ん
し翅

（
※
注
）
に
よ

る
標
本
製
作
を
学
び
ま
し
た
。

昆
虫
や
蝶
の
命
を
い
た
だ
き
、

そ
の
姿
を
標
本
と
し
て
後
世

に
残
し
伝
え
る
こ
と
も
、
大

切
な
学
び
の
一
つ
で
し
た
。

　

昭
和
52
年
発
行
の
『
種
子

島
の
民
俗
・
自
然
』
第
23
号

「
昆
虫
雑
感
」
の
中
で
、
先
生

は
「
虫
を
殺
す
こ
と
は
、
つ

ら
い
こ
と
で
あ
る
」
と
記
し
、

「
ツ
マ
ベ
ニ
チ
ョ
ウ
の
生
態
を

知
ら
ず
し
て
、
ツ
マ
ベ
ニ
チ
ョ

ウ
の
保
護
は
あ
り
え
な
い
」

と
説
き
ま
し
た
。「
昆
虫
を
少

し
で
も
深
く
知
り
、
生
物
を

愛
せ
る
学
問
が
で
き
た
ら
」

「
一
匹
の
虫
を
も
無
駄
な
も
の

に
は
し
た
く
な
い
」
と
の
思

い
も
残
し
て
い
ま
す
。
当
時
、

先
生
は
種
子
島
の
蝶
を
８
科

55
種
と
記
し
、
そ
の
う
ち
39

種
を
生
物
ク
ラ
ブ
で
収
録
し

て
い
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の

採
集
や
標
本
製
作
に
は
、
先

生
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

当
時
、
先
生
が
ク
ラ
ブ
活

動
で
話
し
て
く
れ
て
い
た
「
命

を
い
た
だ
き
、
展て

ん
し翅

し
て
標

本
に
し
、
そ
の
命
を
後
世
へ

つ
な
ぐ
」
と
い
う
考
え
は
、

中
学
生
だ
っ
た
私
に
も
深
く

心
に
残
り
ま
し
た
。
そ
の
教

え
は
、
今
も
私
の
中
に
生
き

続
け
、
森
羅
万
象
に
興
味
を

持
ち
、
学
び
続
け
る
原
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
ネ
ッ

ト
社
会
で
画
像
な
ど
は
簡
単

に
閲
覧
で
き
る
が
、
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
で
自
分
で
、

見
て
、
触
れ
、
感
じ
て
ほ
し

い
と
願
い
ま
す
。

（
※
注
）　

展て
ん
し翅

は
昆
虫
、
特

に
チ
ョ
ウ
や
ガ
の
羽
を
広
げ

て
形
を
整
え
、
そ
の
状
態
で

乾
燥
・
固
定
を
行
い
、
標
本

に
す
る
こ
と
。

中
種
子
町
文
化
財
保
護
審
議

委
員　

     

邊
牟
木　

正
司

資
料
館
だ
よ
り
（
５
５
８
号
）

勢
い
を
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
阻は
ば

ま
れ
ど
も
の
と
も
せ
ず

に
紫
陽
花
は
咲
く　
　
　
　

鹿
児
島　

岩
坪　

早
春

九
つ
に
な
り
た
る
孫
の
誕
生
日
吾
と
た
け
く
ら
べ
こ

ぶ
し
ひ
と
つ
に　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

こ
の
先
も
同
じ
景
色
を
見
て
行
か
む
「
い
ち
に
い
ち

に
」
と
二
人
三
脚
で　
　
　

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

昨よ

べ夜
の
雨
潤
う
木
戸
の
薔
薇
二
輪
目
覚
め
の
一
会
鮮

や
か
な
赤　
　
　
　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

右
向
い
て
息
吸
っ
て
止
め
て
う
つ
ぶ
せ
に
身
付
い
て

い
け
ぬ
バ
リ
ウ
ム
検
査　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

長
梅
雨
を
受
け
入
れ
た
な
ら
そ
の
心
自
然
の
恵
み
と

感
謝
へ
向
う　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

東
よ
り
満
ち
来
る
光
あ
る
ら
し
き
若
葉
の
も
み
じ
に

心
ほ
の
ぼ
の　
　
　
　
　
　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

お
年
は
？
と
聞
け
ぬ
プ
レ
ー
の
キ
レ
の
良
さ
グ
ラ
ン

ド
グ
ラ
フ
の
猛
者
達
熟
し　
　

旭
町　

白
木　

民
子

悉こ
と
ご
とく
繰
り
返
へ
さ
れ
し
法
則
よ
無
駄
な
物
あ
ら
ず
円

満
具
足　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

国
道
の
土
手
に
群
れ
咲
く
白
ユ
リ
は
潮
風
に
揺
れ
島

は
夏
め
く　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

青
空
に
近
き
高
原
草
を
食は

む
牛
馬
の
群
れ
歩
み
ゆ
っ

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

バ
ス
待
ち
で
言
葉
を
探
し
指
を
お
り
幾
度
も
数
え
短

歌
を
か
じ
る　
　
　
　
　

大
阪　

長
谷
川　

さ
ち
子
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準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
『
み
ち

び
き
』
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
＆
火
星

衛
星
探
査
計
画
『
Ｍ
Ｍ
Ｘ
』
特

別
展
示
の
ご
紹
介

　

宇
宙
科
学
技
術
館
の
西
館
２

階
に
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
『
み

ち
び
き
』
の
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
や

解
説
ポ
ス
タ
ー
が
新
た
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
み
ち
び
き
は
日

本
独
自
の
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
最
終

的
に
は
11
機
の

衛
星
に
よ
り
日

本
を
中
心
と
す

る
広
大
な
エ
リ

ア
で
、
き
め
細

か
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
東
館
１
階
で
は
、
火

星
衛
星
探
査
計
画
Ｍ
Ｍ
Ｘ
の
特

別
展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

可
愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
Ｍ

Ｍ
Ｘ
さ
ん
』
が
分
か
り
や
す
く

計
画
の
全
容
を
解
説
す
る
ポ
ス

タ
ー
な
ど
に
よ
り
、
楽
し
く
Ｍ

Ｍ
Ｘ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

イ
プ
シ
ロ
ン
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト
第
２

段
モ
ー
タ
地
上
燃
焼
試
験
実
施

　

７
月
23
日
午
前
９
時
か
ら
固

体
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
場
に
お
い
て
、

イ
プ
シ
ロ
ン
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト
第
２

段
モ
ー
タ
「
Ｍ-

３
５a

」
の
地

上
燃
焼
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

試
験
は
計
画

通
り
実
施
さ
れ
、

正
常
に
燃
焼
を

終
了
し
ま
し
た
。

イ
プ
シ
ロ
ン
Ｓ

ロ
ケ
ッ
ト
は
、

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

と
と
も
に
日
本
の
基
幹
ロ
ケ
ッ

ト
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
鹿
児
島
県
肝
付
町
の
内
之

浦
宇
宙
空
間
観
測
所
か
ら
打
上

げ
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
試
験
を

経
て
、
２
０
２
６
年
度
の
実
証

機
打
上
げ
に
向
け
た
開
発
が
さ

ら
に
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

★
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別

公
開
２
０
２
６
開
催
日
決
定
★

　

２
０
２
６
年
度
の
特
別
公
開

の
日
程
が
11
月
23
日
（
月
・
祝
）

に
決
定
し
ま
し
た
。
最
新
の
情

報
は
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の

公
式
Ｘ
で
随
時
発
信
し
て
い
き

ま
す
。
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（
記
事
の
内
容
は
７
月
24
日
現
在)

自立支援協議会だより ◎お問い合わせ先
種子島地区基幹相談支援センター☎㉘ 3633

種子島地区の療育事業所紹介
　

島
内
に
は
児
童
向
け
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
は
左
記
の
よ
う

な
機
能
や
目
的
が
あ
り
ま
す
。

【
児
童
発
達
支
援
】

　

未
就
学
の
発
達
に
心
配
の
あ
る

子
ど
も
を
対
象
に
、
生
活
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
力
を
育
て

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
遊
び
や

日
常
活
動
を
通
し
て
発
達
を
支
援

し
、
併
せ
て
保
護
者
へ
の
相
談
支

援
も
行
い
ま
す
。

【
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
】

　

学
校
に
通
う
障
害
の
あ
る
子
ど

も
が
放
課
後
等
に
利
用
し
、
生
活

力
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る
た
め

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
日
中
一
時
支
援
】

　

障
害
の
あ
る
人
や
子
ど
も
を
日

中
一
時
的
に
預
か
り
、
見
守
り
や

活
動
の
場
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
家
族
の
就
労
や
休
息
を
支

え
る
目
的
も
あ
り
ま
す
。

【
保
育
所
等
訪
問
支
援
】

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
保
育
園
や
幼

稚
園
、
学
校
な
ど
を
訪
問
し
、
発

達
に
課
題
の
あ
る
子
ど
も
が
集
団

生
活
に
適
応
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
児
童
入
所
施
設
】

　

家
庭
で
の
養
育
が
難
し
い
子
供

や
支
援
が
必
要
な
子
供
が
入
所
し

て
生
活
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
や

自
立
に
向
け
た
支
援
を
受
け
る
施

設
で
す
。

　

ま
た
、
各
事
業
所
で
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
は
左
記
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
、ご
利
用
の
際
は
、

各
行
政
の
福
祉
課
、
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
、
相
談
支
援
事
業
所
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
種
子
島

地
区
自
立
支
援
協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

も
内
容
を
ご
確
認
で
き
ま
す
。

文
責
：
オ
リ
ー
ブ
児
童
指
導
員

　
　
　
　
　

　
　
　

日
笠
山
秀
行

宇宙科学技術館西館 2階　フォトブース

事業所名
児 童 発
達支援

放課後等デ
イサービス

日 中 一
時支援

保育所等
訪問支援

児童入
所施設

西之表市
オリーブ ◯ ◯
なないろ ◯ ◯
ガリレオ ◯

中種子町

あかつき
学園

◯

すまいる
キッズ

◯ ◯ ◯
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■公立種子島病院９月の診療情報
受付時間　　午前：８時～ 11 時、午後：８時 30 分～ 16 時

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

9
９時～ 12 時

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田

三宅

特別診療科

眼科（鹿児島大学医師派遣）：７日・８日・28 日・29 日

耳鼻咽喉科（鹿児島大学医師派遣）：毎週木曜日　３日・10 日・17 日・24 日

消化器内科（福岡徳洲会医師）：11 日・25 日の金曜日※内視鏡検査予定

整形外科（鹿児島大学医師派遣）：８日・火曜日午前のみ外来診療

小児外科（鹿児島大学医師派遣）：４日、18 日

物忘れストレスケア外来（濵田医師）：16 日

リウマチ科：３日（中島医師）、17 日（市來医師）

公立病院だより 公立種子島病院　田中さつき　☎㉖ 1230

午前の部

　

人
間
の
か
ら
だ
の
60
％
は
水
分

（
体
液
）で
す
。体
重
60
㎏
人
の
場
合
、

約
36
㎏
が
体
液
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
体
液
に
は
、

①
酸
素
や
栄
養
素
を
細
胞
に
届
け
る

②
老
廃
物
を
回
収
し
腎
臓
に
運
ぶ

③
体
温
を
調
節
す
る

④
骨
や
筋
肉
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

な
ど
か
ら
だ
の
機
能
を
保
持
す
る
た

め
の
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
体
液
を
５
％
失
う
と
、
頭
痛

や
吐
き
気
、
お
う
吐
、
だ
る
さ
な
ど

の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
10
％
失
う

と
、
ま
っ
す
ぐ
歩
け
な
い
、
筋
肉
が

け
い
れ
ん
す
る
、
目
の
前
が
暗
く
な

る
な
ど
の
症
状
が
で
ま
す
。さ
ら
に
、

20
％
失
う
と
生
命
の
危
機
で
す
。
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
脱
水
は
と
て
も
危
険
な
状
態

で
す
。
特
に
高
齢
者
は
、
筋
肉
量
・

腎
機
能
・
感
覚
機
能
の
低
下
、
食
欲

不
振
、
ト
イ
レ
に
行
く
煩
わ
し
さ
か

ら
水
を
控
え
る
な
ど
、
脱
水
に
陥
り

や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

人
間
は
、
１
日
に
尿
や
便
で
1.6

Ｌ
、
呼
吸
や
汗
で
0.9
Ｌ
の
水
分
が
排

出
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
１
日

に
2.5
Ｌ
の
水
分
摂
取
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
食
事
か
ら
約
１
Ｌ
、
体
内
で

0.3
Ｌ
の
水
が
つ
く
ら
れ
る
の
で
、
残

り
の
1.2
Ｌ
を
飲
み
水
で
摂
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
１
回
に
コ
ッ
プ
１
杯
の

水
（
１
５
０
㎖
）
を
１
日
８
回
、
こ

ま
め
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

汗
を
か
き
や
す
い
入
浴
や
就
寝
で
は

水
分
が
不
足
し
が
ち
で
す
。
入
浴
後

や
起
床
時
に
、
追
加
の
２
杯
を
飲
む

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

し
っ
か
り
水
分
を
摂
っ
て
、
毎
日

を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

※
汗
を
多
く
か
い
た
後
や
脱
水
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
水
よ
り
も
経
口
補

水
液
が
適
し
て
い
ま
す
。

脱水予防

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

14 時～ 17 時

内科 藤田 藤田 藤田 藤田 藤田

特別診療科 午前と同様

※火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず電話でのお問い合わせをお願いします。
※当番医：６日（日）、20 日（日）
※休日は当番医の受診をお願いします。
【徳洲会グループの応援体制について】
◯徳洲会関西ブロック医師：入院病棟管理対応など。

午後の部
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戸 籍 の 窓
令和８年７月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

馬場　正則 中　山 89 歳

遠藤　留紀 中之町 76 歳

大久保ナミヱ 郡　原 102 歳

市來崎ミネ子 上　方 100 歳

山口　まり子 田　島 71 歳

吉川　ミチ子 浜津脇 98 歳

山口　幸子 古　房 99 歳

提　　清子 高　峯 77 歳

稲子　正文 熊　野 82 歳

德永　利雄 田　島 92 歳

婚姻・出生・死亡届社協だより

町ＨＰ

イベント
カレンダー

マイナンバー
カード開庁日

こども家庭
センター
りんく

バス・乗合
タクシー

ＳＮＳ

ＬＩＮＥ
中種子町

Instagram
中種子町地域
おこし協力隊

Facebook
中種子町
企画課

YouTube
種子島なかたね

チャンネル

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 6,929 人 ( -6) 出生 ３人

男　性 3,381 人 ( +8） 死亡 10 人

女　性 3,548 人 (-14) 転入 21 人

世帯数 4,012 戸 ( -1) 転出 20 人

※（　）は前月との比較（７月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　７月中

火　事 ０件 うち建物 ０件

救　急 32 件 うち急病 18 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 ０件 ( -1) １件 ( +1)

死 者 数 ０件 (  0) ０件 (  0)

負傷者数 ０件 ( -3) １件 ( +1)

※令和８年７月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

山口　哲男 (田　島 )　

寄
付
の
お
礼

　

こ
の
た
び
、
七
夕
寄
席
実

行
委
員
会
様
か
ら
寄
付
金
の

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域

福
祉
推
進
の
た
め
に
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
種
子
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

令
和
８
年
３
月
15
日

に
逝
去
さ
れ
た
大
相
撲

元
大
関
の
若
嶋
津
さ
ん

（
日
髙
六
男
さ
ん
：
増

田
出
身
）
を
偲
び
、
種

子
島
こ
り
ー
な
で
追
悼

企
画
展
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
来
場
の
際

は
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。
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お知らせ版（９月）
◆休日当番医
　①　種子島医療センター（☎ 0570-09-0960）　②　田上診療所（☎ 27-0325）
　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④　中種子クリニック（☎ 27-3222）

●日曜給油当番
　①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）
　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 27-0205）

休 日
当番医

日 曜
給 油

おひさま相談室　　事前予約が必要なので、地域福祉課福祉係（☎ 27-1111 内線 261）までお問い合わせください。
りんくのひろば　　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施。立ち飲みカフェあります。
こどもの予防接種 ※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。
こども家庭センター 妊婦体験や沐浴指導などは個別に対応しますので、ご希望の方はこども家庭センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（27-1111 内線 254）までお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
●小・中学校始
業式

２ ３
●にじいろクラス
( こ 家 セ 13:30
～ 15:00)

４ ５５

６６
◆休日当番医③
■給油当番②

７ ８
●高齢者学級　
どんぐり
●マイナンバー
カード交付・申
請 業 務（17:15
～ 19:00）
●幼児学級

（福祉セ 10:00
～ 11:30）

９
●にじいろメンテ
( こ 家 セ 13:30
～ 16:00)
●議会定例会

（～ 17 日）

10
●赤ちゃん教室
（ 福 祉 セ 10:00
～ 11:30）

11
●母子手帳交付
（ こ 家 セ 13:30
～ 15:00)

1212
●土曜授業
（中種子中学校）

1313
◆休日当番医①
■給油当番①
●りんくの
おおひろば

（中公大 9:00 ～
12:00)
●中種子中学校
体育大会

14 15 16
●おひさま相談
室（中公２ 9:00
～ 17:00）

17
● に じ い ろ 健
診５歳児（保セ
13:00 ～ 16:00）

18 1919
●県民スポーツ
大会（～ 23 日）

2020
◆休日当番医③
■給油当番②

2121
敬老の日

◆休日当番医①

2222
国民の休日

◆休日当番医②

2323
秋分の日

◆休日当番医①

24 25
●にじいろ健診
２歳児、乳児（保
セ 9:00 ～ 12:00）
●母子手帳交付
（こ家セ 13:30 ～
15:00)

2626
●りんくの
おおひろば
（中公大 9:00 ～
12:00)
●中央公民館図
書室おはなし会
（中公和 10:30～）

●チャレンジ
キッズ

2727
◆休日当番医①
■給油当番①
●小学校運動会

（野間・納官以外）

28
●幼児学級
（福祉セ 10:00
～ 11:30）

29
●赤ちゃん教室

（福祉セ 10:00
～ 11:30）

30
●就学時健康診●就学時健康診
断（中央公民館）断（中央公民館）



■
電
話

0997-27-1111（
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／
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■
発
行
／
鹿
児
島
県
中
種
子
町
役
場

■
編
集
／
企
画
課
広
報
係

島の四季彩　ミョウガ（ショウガ科）

【漢字表記】茗荷
【原産地】熱帯アジアらしい
【分　布】本州～九州・琉球
【栽培適地】腐植質に富む半日
           陰の湿り気のある場所
【繫殖法】　株分け
高さ 50 ～ 100cm になる夏緑性の多年草です。栽培上では、
開花時期により夏ミョウガ ( 花期：６月～８月 )、秋ミョ
ウガ ( 同：８月～ 10 月 ) に分けられ、その季節にランの

花に似た淡黄色～クリーム色の 1 日花を咲かせます。株全
体に特有の香りがあり、商品として花ミョウガ ( 花穂 ) や
ミョウガタケ ( 出芽期の茎葉を軟白したもの ) が出荷さ
れています。日本ではその強い香味や辛味が好まれ、薬味・
刺身のつま・漬物・汁の実・和え物・天ぷらなどに汎用さ
れ、10世紀 (平安時代前期)の日本最古の本草書である『本
草和名 ( ほんぞうわみょう )』に記述があり、古くから親
しまれています。しかし、中国や他の国においての食用と
しての栽培は知られていません。食欲増進・消化促進など
の効果がありますが、「物忘れする」という科学的根拠は
ありません。
【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

広告募集について

広報なかたね
　最終ページ
　　（カラー）掲載
●掲載枠のサイズ
　縦 12センチ×横 5.5 センチ

●広告料
　１枠 10,000 円

●発行部数約
　4,000 部

●複数枠掲載可
　（広告料は１枠×掲載

数）

詳しくは
企画課広報係☎㉗ 1111
内線 259 までお問い合わせ
ください。

 島から本土への足　重要な担い手

スタッフ募集中スタッフ募集中

お問い合わせ
種子屋久高速船株式会社
〒 892-0814 鹿児島市本港新町５
☎ 099-226-1012 担当 /渡司（ワタシ）

●種子屋久高速船
 トッピー＆ロケット営業部門
●窓口業務でのチケット発券・
　予約受付・問い合わせ対応
お客様とお話しながら、予約システムに
キーボード入力をしていただきます。コー
ルセンターやオペレーション業務経験者
の方は慣れるのが早いと思います。お客
様と接するお仕事経験者の方、お待ちし
ています。
男性の方は主に高速船入出港時の網取り、
綱放し、給油、高速船へのタラップ架設、
搭乗チェックインの作業がメインとなりま
す。慣れるまでは社員がアドバイスします。
給与：199,000 円～ 252,000 円
勤務体制：シフト制　勤務地：種子島
待遇：乗船券本人無料・乗船券家族無料・
年間休日 105 日・制服貸与・通勤手当・
扶養家族手当・現業手当・資格手当・離
島手当・産前・産後休業制度・育児休業
制度・介護休業制度・慶弔見舞金制度・
退職金制度（勤続３年以上）
インフルエンザ予防接種

未経験者歓迎

職場体験あり


